
ＧＡＰの取組で持続可能な農業経営ＧＡＰの取組で持続可能な農業経営
　十倉（三区）で、斉藤農場を経営する斉藤知秀さん（49歳）をご紹介します。
　斉藤さんは、農業専門学校を卒業後、20歳で就農。現在、奥様の千鶴さんと父親の俊夫さん、海外
からの技能実習生の受け入れにより、ハウスと露地の4.9ヘクタールで小松菜の周年栽培をしています。
　スイカ、トマト、人参などを栽培していた斉藤さんですが、作物の病気や結婚などが契機となり15
年ほど前から小松菜の栽培を始めたそうです。経営という形になるまでは大変だったそうですが、「こ
れからはＧＡＰが主力になる。」と取引先の人に勧められ、平成24年からＧＡＰに取り組み、平成25年に
JＧＡＰ、平成29年にはＡＳＩＡＧＡＰの認証を取得されました。ＧＡＰの取組を通じて、作業の効率化を進め、
経営規模の拡大と安定的な出荷を推進したこと、ＧＡＰの普及・啓発活動にも積極的に取り組んだこと
などが評価されて、平成30年度の「未来につながる持続可能な農業推進コンクール」（ＧＡＰ部門）で、
コンクールの最高賞にあたる農林水産大臣賞を受賞されました。
　地道なＧＡＰの取組により、 １ 日の出荷量は10倍に増加したほか、品質も安定し、肥料や農薬、資材
費などの大幅な低減も達成できたそうです。現在、年間収量は約250トンまでに拡大し、取引先との
信頼関係により、ほとんどが契約栽培で、顔の見える野菜として出荷できているためコロナ渦の影響
もないそうです。 
　「これからも消費者に信頼される、クオリティの高い小松菜を届けられれば。」と今後の目標を話し
ながら、最後に、「息子は、まだ中学 ３ 年生ですが、今のところ一緒にやってくれると言っているので。」
と、うれしそうに話してくれました。

ＧＡＰとは、「Good Agricultural Practice」の略称で、農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性
を確保するための生産工程管理の取組。ＪＧＡＰ、ＡＳＩＡＧＡＰは、一般財団法人日本ＧＡＰ協会が策定した日本発のＧＡＰ認証。
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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

富
里
市
農
業
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
会
長
　
藤
崎
　
芳
久

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
当
委
員
会
活
動
に

対
し
、
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
わ

り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
が
昨
年
の

７
月
か
ら
新
し
い
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
一
丸
と
な
り
、

富
里
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く

活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
の
声
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
地
利
用
の

最
適
化
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ
り
、
８
名
の
農
業
委
員
と
12
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
に
藤
崎
芳
久
氏
が
、
会
長
職
務
代
理
者
に
は
相
川
克
義
氏
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

【会　長】
藤崎　芳久
（中沢）

塩澤　英一
（十倉）

【会長職務代理者】
相川　克義
（立沢新田）

篠原美惠子
（中沢）

関　　利之
（七栄）

森田　孝子
（御料）

伊井　義則
（七栄）

田上　友子
（御料）

池田　正巳
（日吉倉）
担当地区 1

成毛　　勝
（根木名）
担当地区 １

出山　誠一
（七栄）

担当地区 ２

本槗　春夫
（七栄）

担当地区 ２

國本　　茂
（中沢）

担当地区 3

篠原　弘安
（立沢）

担当地区 3 五十嵐市長から篠原美惠子委員へ辞令交付

令
和
２
年
７
月
か
ら
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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担当
地区 地　区　名

１ 日吉倉、日吉倉新田、久能
大和、大和台、根木名

２ 七栄第 １ 、七栄第 ２ 、七栄第 ３
七栄第 ４ 、七栄第 ５ 、七栄第 ６

３ 新橋、中沢、立沢

４ 二重堀、高松、高松入、金堀
四区、実の口、吉川

５ 太木、高野、大堀、旧平、武州
両国、宮内、旭、葉山

６ 二区、三区

退任委員紹介退任委員紹介
　このたびの任期満了に伴い、永年にわたり委員会活動に精励され、本市農業の発展に貢献された
４名の方々が委員を退任されました。お疲れ様でした。（在任期間順）
　◆農業委員　篠原　茂美　さん　　　◆農地利用最適化推進委員　小林千代藏　さん
　　　　　　　細野　　明　さん　　　　　　　　　　　　　　　　麻生　和久　さん

農
業
委
員
　
田
上
　
友
子

　

令
和
２
年
10
月
23
日
、
千
葉
県
女

性
農
業
委
員
の
会　

香
取
・
印
旛
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
が
八
街
市
役
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
香

取
・
印
旛
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
す
る
13

市
町
か
ら
、
８
市
町
の
17
名
の
委
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
八
街
市
の
６
次
産
業
化

の
事
例
と
し
て
、「
八
街
ワ
イ
ン
特
区
」

に
つ
い
て
、
八
街
市
総
務
部
企
画
政

策
課
の
渡
辺
課
長
か
ら
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
特
区
認
定
を
受
け
、

農
業
・
産
業
・
観
光
・
地
域
振
興
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
説
明

で
し
た
。
こ
の
取
組
に
よ
り
、
新
規

就
農
者
の
確
保
、
遊
休
農
地
や
耕
作

放
棄
地
の
解
消
、
新
た
な
産
業
や
観

光
資
源
の
創
出
な
ど
を
目
指
す
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
、「
地
域
農
業
の
課
題
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
各
地
域
で
の
活
動
報

告
や
事
例
報
告
に
つ
い
て
参
加
者
か

ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
営

農
型
太
陽
光
発
電
の
下
部
農
地
で
の

営
農
に
つ
い
て
は
、「
こ
こ
10
年
ほ
ど

の
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
急
増
の
原

因
と
し
て
、
農
業
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。」「
企
業
の
参

入
が
増
加
し
、
実
情
は
太
陽
光
発
電

が
主
と
な
っ
て
い
て
、
農
作
物
の
収

穫
高
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。」
な
ど

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
と
し
て
、
営
農
型
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
下
で
充
分
収
穫
の
望
め
る

作
物
を
見
出
し
、
農
地
を
農
地
と
し

て
耕
作
す
る
こ
と
を
更
に
厳
し
く
求

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
生
か
し
、
情
報
を
深
め
合
う

こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

皆川　幸雄
（十倉）

担当地区 4

野島　勇志
（御料）

担当地区 5

吉川　孝男
（十倉）

担当地区 4

田口　榮一
（十倉）

担当地区 6

相澤　直哉
（御料）

担当地区 5

吉田　　隆
（十倉）

担当地区 6

ブロック代表に選出された本市の
森田孝子委員（前列中央）を中心に

千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会

香
取
・
印
旛
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

委
員
活
動
報
告
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農
業
委
員
　
塩
澤
　
英
一

　

令
和
２
年
７
月
29
日
、
新
任
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

合
同
研
修
会
が
八
千
代
市
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
農
業
委
員
に
就
任

し
て
す
ぐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

予
備
知
識
が
な
い
中
で
不
安
で
し
た
。

研
修
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
内
容
理

解
も
表
面
上
の
中
身
を
確
認
す
る
の

が
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
の
内
容
は
、
は
じ
め
に
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
役
割
と
情
報
提
供
活
動
に
つ
い

て
で
し
た
。
農
業
委
員
を
取
り
巻
く

食
糧
、
農
業
及
び
農
業
基
本
法
、
そ
れ

に
伴
う
農
業
委
員
会
の
事
業
と
予
算

措
置
に
つ
い
て
で
し
た
。
そ
の
次
に
、

農
地
利
用
の
最
適
化
に
つ
い
て
、
目

的
と
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を

理
解
し
て
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て

農
地
を
ど
う
有
効
活
用
し
、
ど
の
よ

う
に
実
践
し
て
い
く
か
な
ど
で
し
た
。

情
報
提
供
活
動
は
、
農
業
委
員
会
法

に
よ
っ
て
位
置
付
け
ら
れ
た
役
割
で
、

農
業
者
に
情
報
提
供
し
て
農
業
新
聞

な
ど
も
購
読
を
進
め
、
委
員
会
の
活

動
、
目
的
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。

　

ま
た
、
農
地
制
度
・
農
地
法
の
目

的
と
概
要
、
農
地
の
権
利
移
動
、
相

続
等
の
届
出
及
び
相
続
未
登
記
農
地

の
貸
付
け
な
ど
、
農
地
法
に
よ
る
位

置
付
け
に
な
る
こ
と
を
研
修
用
テ
キ

ス
ト
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

耕
作
放
棄
地
は
農
地
と
非
農
地
が
あ

り
、
遊
休
農
地
に
は
１
号
遊
休
農
地
、

２
号
遊
休
農
地
な
ど
区
分
が
あ
る
こ

と
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
色
々

な
取
組
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
取
組
の
う
ち
、
農
地
中
間
管
理
機

構
の
説
明
が
あ
り
、
農
地
の
貸
し
借

り
を
仲
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
い

手
と
農
地
を
集
積
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

千
葉
県
に
お
け
る
農
地
の
担
い
手

へ
の
集
積
の
割
合
は
、
全
国
と
比
べ
て

低
い
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
千

葉
県
の
多
く
の
農
家
の
経
営
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
表
れ
な
の
か
と
思
い

ま
し
た
。
今
後
、
千
葉
県
も
主
力
の
生

産
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
農
地
の
担

い
手
へ
集
積
は
進
む
で
し
ょ
う
。
富

里
市
も
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
は

み
ん
な
で
考
え
て
い
く
テ
ー
マ
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

先
輩
の
農
業
委
員
の
方
々
に
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
、
農
業
委
員
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
委
員
の

仕
事
を
通
し
て
、
富
里
農
業
に
恩
返

し
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

施
す
る
も
の
で
、
農
地
の
利
用
促
進

に
つ
な
げ
る
た
め
の
情
報
収
集
を
目

的
に
、
①
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認
、

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
、
③
違
反

転
用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見
の
３

点
に
重
点
を
お
い
て
状
況
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

新
任
農
業
委
員
等

�

合
同
研
修
会

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
７
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、
市
内
全
域
の
農

地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
基
づ
く

「
利
用
状
況
調
査
」
に
位
置
づ
け
て
実

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

七栄地区での調査

農業の最新情報満載
全国農業新聞を購読してみませんか
　・発行日　毎週金曜日
　・購読料　1ヵ月　7００円（送料・税込）
お申し込みは農業委員会事務局まで
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　農地所有者の皆さんには、農地を遊休農地にしないように日頃から適正
な管理をお願いします。
　農地は、一度耕作をやめて数年放置してしまうと、原形が分からないほ
どに荒れてしまいます。農地の適正な管理を怠ると、雑草の繁茂による害虫、
鳥獣等の温床となるだけでなく、ごみの不法投棄、火災発生の原因になる
など、生活環境への悪影響も考えられますので、適正な管理をお願いします。

こんな時は農業委員会へ相談をこんな時は農業委員会へ相談を
　「自分の農地だから、許可や届出などしなくても自由に売ったり、貸したり、転用してもよいの
ではないか」と思っていませんか。農地を売る、貸す、転用する場合は、農地法に基づく許可（市
街化区域の場合は届出）が必要となります。

農地を売買、
貸借をする場合

３条申請

自分名義の土地
を転用する場合

４条申請

他人名義の土地を
買ったり、借りて

転用する場合

５条申請

◆�農地を耕作目的で、売買した
り貸し借りする場合は、農業
委員会の許可が必要です。

◆�資産保有や投資目的による
売買、農地を取得する適格
者（耕作面積が申請地を含
めて50ａ以上）でない場合
は、許可されません。

◆�農地の転用とは、農地を住宅、車庫、工場、倉庫、資材置場、
駐車場、山林など、農地以外のものに用途を変更すること
です。このような場合は、農業委員会を経由して、県知事
の許可が必要です。

◆転用申請では、次のような審査を行います。
　①転用の目的は適正か。
　②転用の面積は適当か。（必要最小限か）
　③水利など必要な同意はあるか。
　④付近の農業に与える影響はどうか。
　⑤転用の目的は確実に実現できるかどうか。
　⑥該当地や他の所有地に違反転用はないか。
　⑦�他の法令関係で手続きが必要な場合、その手続きがなされて

いるかどうか。

○農地の無断転用をなくしましょう

○大切な農地は自分で守りましょう

○�農地を埋立てするには事前の許可
または届出が必要です

相続等により農地を取得した場合には届出を！
　相続等により農地を取得した場合は、その農地のある市町村農業委員会への届出が必要です。
これは、相続等による農地の権利取得を農業委員会がきちんと把握し、農地の有効利用に努め
るためのものです。
　届出書の様式は、農業委員会窓口のほか、富里市ホームページからもダウンロードできます。
　例えば・・・農地を相続した方が地元を離れていて、自分では耕作や手入れができない場合、
地元で借り手を探すなどのお手伝いをします。

　※遊休農地とは
　　〇 １ 年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作されないと見込まれる農地。
　　〇周辺の農地と比べて農業上の利用の程度が著しく劣っている農地。

農地を所有している方へのお願い

第41号農業委員会だより（5）令和 ３年 １月



　
農
地
基
本
台
帳
は
、
所
有
農
地
及
び
小
作
地
等

を
把
握
し
、
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
農
業
委
員

会
業
務
全
般
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　
農
地
法
等
の
許
可
を
得
た
農
地
の
移
動
や
貸
借

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
で
台
帳
の
整
理
を
行

い
ま
す
が
、
土
地
の
分
筆
や
世
帯
の
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
ご
本
人
か
ら
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
相
続
等
に
よ
っ
て
農
地
を
取

得
し
た
人
は
農
地
の
あ
る
農
業
委
員
会
に
届
出
が

必
要
で
す
。

　
特
に
、
認
定
農
業
者
等
の
方
に
つ
い
て
は
、
経

営
規
模
面
積
等
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は

　

農
地
基
本
台
帳
を
管
理
し
て
い
ま
す

◆
◆
◆ 

編
集
後
記 

◆
◆
◆

　

一
昨
年
の
台
風
に
引
き
続
き
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
農
家
の
皆
さ
ん
も
様
々
な
影
響
を

受
け
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
日

も
早
い
終
息
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
日
常
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
そ
し
て
今
年
こ
そ
は
平
穏
な
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
少
し
で
も
農
家
の
皆
さ

ん
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、
各
委
員
が
連
携
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
お
近
く
の
農
業

委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

農業者年金は、
　①国民年金の第 １号被保険者で
　②年間60日以上農業に従事する
　③20歳以上60歳未満の方なら　　どなたでも加入できます。

【農業者年金の主な特徴】
　○少子高齢化に強い、積立方式・確定拠出型の年金です。
　○保険料は自由に決めら、いつでも変更できます。（月額 ２ 万～ ６ 万 ７ 千円）
　○終身年金で、80歳までの保証付きです。
　○支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象になり、住民税・所得税等が節税になります。
　○�認定農業者で青色申告をしている方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者

の方など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。

※詳しい内容や加入の申し込みは、農業委員会事務局（電話 93–6494）、
　またはＪＡ富里市（電話 93–2111）へ。

　

令
和
２
年
11
月
24
日
、
令
和
２
年
度
富
里
市
定

例
表
彰
式
が
富
里
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
被
表
彰
者
は
11
名
で
、
こ
の
う
ち
農
業

委
員
会
か
ら
は
、
永
年
に
わ
た
り
委
員
活
動
に
御

尽
力
さ
れ
た
、
次
の
お
２
人
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
功
労
表
彰
　
被
表
彰
者

　
　
森
田
　
孝
子
　
委
員
（
写
真
右
）

　
　
相
澤
　
直
哉
　
委
員
（
写
真
左
）

本
市
農
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

老後の備えは国民年金プラス農業者年金が安心！老後の備えは国民年金プラス農業者年金が安心！
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